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第 6 章では， 6 フッ化プロピレン・ 4 フッ化エチレン共重合体フィルムをトリエチルアミンを含む溶液に接触させ
て紫外光照射することにより，フィルム表面にアルキルアミンが付加し，化学的に不活性な含フッ素系高分子の表面
を，両親媒性機能表面に改質出来ることを明らかにしている。又，光増感剤の添加効果についても述べると共に，こ
れらの改質の反応過程を明らかにしている。
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第 7 章では，得られた知見を総括し，結論を述べている。
論文審査の結果の要旨
高分子材料の改質は，従来からプラズマ法や化学反応法，放射線化学法等により試みられ，既に多くの実用例があ
る。しかし，従来のものよりもさらに高度な改質を達成させるためには，エキシマレーザーのような高強度単色紫外
光の利用が有望視されている。また，エキシマレーザー光と高分子固体の相互作用については，脂肪族系高分子に関
する基礎的データが圧倒的に不足しているのが現状であり，脂肪族系高分子に対するエキシマレーザー光照射効果の
詳細な検討と，脂肪族系高分子のレーザーによる新たな表面改質法の開発が強く望まれている。また，エキシマレー
ザー光照射による反応を定量的に扱うためにはレーザ一光量の精密測定が重要であるが，現状ではカロリメトリーに
よる光量測定が主流であり，化学的なレーザ一光量測定法の確立が強く望まれている。
本研究は，エキシマレーザーの化学的な光量測定法の確立，含ハロゲン系脂肪族高分子に対するエキシマレーザ一
光照射効果と，フッ素系高分子のレーザーによる光化学的表面改質について行った研究の成果をまとめたものであ
り，主な成果は以下のように要約できる。
(1) 鉄(111)オキサラト光量計が短ノfノレス高強度のエキシマレーザーの光量測定にも十分に適用可能であることを明
らかにし，光量測定の検量式を導入するとともに，光量測定精度が非常に高いことを実証している。また，溶存酸素
の効果などについての機構を提唱している。
(2) ポリ塩化ピニルや塩化ビニリデン塩化ピニル共重合体等の含塩素系高分子フィルムにエキシマレーザー光を
照射すると脱塩化水素反応により共役二重結合が生成し，二重結合の共役長が照射する光の波長に依存すること，及
びエキシマレーザー光照射による表面の反応が電子線照射による場合よりも高効率であることを示している。また，
照射光波長依存の共役二重結合生成反応を，励起ポテンシャル，結合解離エネルギ一等から検討し，照射光波長の違
いによる機構の違いについて明らかにしている。
(3) 含フッ素系高分子であるポリフッ化ビニリデンにエキシマレーザー光を照射した場合にも，脱フッ化水素反応
により共役二重結合が生成し，二重結合の共役長が照射する光の波長に依存することを明らかにしている。
(4) 化学的に不活性な含フッ素系高分子フィルムを，反応性溶液に接触させて紫外光照射することにより，フィル
ム表面に両親媒性の機能表面を創製することに成功している。また，光増感剤の添加効果をはじめ，これらの改質の
反応過程を明らかにしている。
以上のように，本論文はエキシマレーザーの新たな光量測定法，エキシマレーザー光照射による高分子園体フィル
ムの反応，及び高分子の光化学的な表面改質法について非常に有益な知見を提浜している。本研究で得られた知見は，
量子ビーム科学の進展に重要な寄与をするものと評価され，加えて，原子力工学の発展に寄与するものである。よっ
て，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
609 
